
療養者と、その人と同居する家族。生活をともにする以上、
影響し合うのは当然です。好循環を生むこともあれば、悪循環を生むこともあるでしょう。
中には、行き詰まり、抜き差しならぬ状況が生まれることもあるかもしれません。
ここでは実践の場において行き詰まりを覚えたケースを
渡辺式家族アセスメント／支援モデルを活用して整理し、
次の一歩につなげた事例を紹介します。
モデルの理解が深まるだけでなく、どのようなケースにあっても糸口を見つけられるのだと、
勇気を与えてくれるはずです。

渡辺式家族アセスメント／
支援モデルで
抜き差しならない状況は
どう変わったか

実践報告

実践報告内で使用している「渡辺式」シート
は、どなたでも自由に使えます。シートは「渡
辺式」家族看護研究会のホームページにも
掲載されていますので、自由に印刷してお
使いください。

「渡辺式」家族看護研究会ウェブサイト
http://watanabeshiki.net/

c a s e
❶ 
成人

富岡里江株式会社ウッディ訪問看護ステーションはーと／

「渡辺式」家族看護認定インストラクターc a s e
❷
小児

茶谷妙子訪問看護認定看護師／
「渡辺式」家族看護認定インストラクターc a s e

❸ 
精神

堤 真紀訪問看護ステーションみのり東京支店所長／

「渡辺式」家族看護認定インストラクター
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